
近世民家の集成 (5)
近世プロジェクトチーム

はじめに

県内の近世民家の集成の第 5回目である。本プロジェク トでは、昨年度までに横浜市、川崎市、 横須賀市、

鎌倉市、平塚市、 藤沢市、茅ヶ崎市、逗子市、小田原市、 相模原市、 綾瀬市、 厚木市、伊勢原市、大和市の

集成を行い117棟分のデータを蓄積してきた。今年度は津久井町、 愛川町の集成を行い30棟分を追加した。

凡例

・資料Noは近世民家の集成(1)からの続き番号である。

・迫構名は報告書の記載に基づく 。

・建物の縮尺は 1/100とし、スケールを省略したが、規模の大きいものについては適宜縮尺を変え、図面ごとにスケール

を示した。

・代官守屋左太夫陣屋跡 1号礎石建物址については、 表に収まるよう縮小すると縮根石部分が見づらくなるため 1ページ

で掲載した。

・梁間、桁行の間数は単に柱穴の数ではなく 、柱間距離から概略割り出した 1間の梁間及び桁行寸法で換算した数値を示

している。

・坪数は梁間x桁行の而積を、現行の一坪3.31112で除したものである。
・建物の機能・構築時期については、報告書の記載に準じているが、母屋と付属建物の別が明確なもの、出土遺物から時

期が推定できるものについては記載した。
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近世研究プロジェク トチーム

百言：互 I :〗:1〗し万三字：：1: 1 ／ロニニ／村：~1 土 1〗：［三：／戸／亭竺 w :I干
建物の機能 構築時期 I19世紀後半

備 考 I石の間隔のあいている箇所は出入 り口部分か、北側約4mに1号土蔵跡あり
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近世民家の熊成 (5)

資料No.I121 遺跡名 I根小屋根本 I所在地 I津久井町根小屋字根本

遺構名 1号掘立柱建物跡（B叶構築場所 1整地層下の削平面

規 模 梁間 I4.2- 叫桁数 5.7~ m| 2~ x 3～ 剛 面積 I m' 坪数 I 坪

柱穴の形状 円形 1柱間距離 梁 |2.0・ 2.2 m 桁 |1.5-1.8 叫 主軸方位 N-2° -W 

出土遺物 付属施設 北及び西側に庇

建物の機能 構築時期 17世紀もしくはそれ以前

備 考 1号掘立柱建物跡(A)建替え
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資料No.I 122 遺跡名l根小屋根本 I所在地 I津久井町根小屋字根本

遺構 名 2号掘立柱建物跡（A月構築場所I整地層下の削平面

規 模 梁間 |5.9~ 叫桁数 8.0~ 叫 2~ X 3～ 剛 面積 I m 2 坪数 I 坪

柱穴の形状 円形 1柱間距離 梁 |1.8~2.l m 桁 1 1.6~2.3 叫 主軸方位 N- 3° -W  

出土遺物 付属施設

建物の機能 構築時期 17世紀もしくはそれ以前

備 考 3号掘立柱建物跡と重複するが、新旧不明
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近世研究プロジェク トチーム

資料No.I123 遺跡名 根小屋根本 丁面五伍］津久井町根小屋字根本

遺 構 名 2号掘立柱建物跡（B)構築場所 整地層下の削平面

規 模梁間 3.2~ m 桁数 8.2~ ml 3~ X 4~ 間面積 nf坪数 坪

柱穴の形状円形 柱間距離梁 1.7 ・ 1.75 m 桁 1.8~2.4 m 主軸方位 N- 4° -W 

出土遺物 付属施設

建物の機能 構築時期 17世紀もしくはそれ以前

備 考 2号掘立柱建物跡(A)建替え、 3号掘立柱建物跡と重複するが新旧不明
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資料No.I124 遺跡名 根小屋根本 所在地 津久井町根小屋字根本

遺 構 名 3号掘立柱建物跡 構築場所 整地層下の削平面

規 模梁間 2.9 m 桁数 6.4 ml 1 X 3 間面積 18.6 m'坪数 5.6 坪

柱穴の形状円形 柱間距離梁 2.8 ・ 2.9 m 桁 1.3-3.4 m主軸方位 N- 5° -W 

出土遺物 瓦 付属施設

建物の椴能 構築時期 17世紀も しくはそれ以前

備 考 2号掘立柱建物跡と重複するが新旧不明
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近世民家の集成 (5)

資料No.I125 遺跡名 I根小屋根本 I所在地 I津久井町根小屋字根本

遺構名 4号掘立柱建物跡 1構築場所 1整地層下の削平面

規 模 梁間 | 3.8 叫桁数 4.8 叫 2 X 4 剛 面積 |18.2 nf 坪数！ 5.6 坪

柱穴の形状 円形 柱間距離 梁ll.1 ~2.5 m 桁 |1.95~2.15 叫主軸方位 N- 10° -W 
出士遺物 付属施設 17世紀もしくはそれ以前

建物の機能 構築時期

備 考
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資料No.I126 遺跡名 I代官守屋左太夫陣屋跡 I所在地I津久井町根小屋字根本
遺構名 1号掘立柱建物跡 i構築場所 1斜面地を削平・盛土することによ って造り出された平坦地
規 模 梁間 | 7.5 叫 桁数 8.0 叫 3 X 4 叫 面積 I 60 m 2 坪数 |18.2 坪

柱穴の形状 円形 柱間距離 梁 |1.86-2.1 m 桁ll.7~1.98 叫 主軸方位 N-80° -W  
出土 遺 物 陶器、かわらけ、瓦 付属施設

建物の機能 構築時期 17世紀前半

備 考
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近世研究プロジェクトチーム

資料No.I127 遺跡名 I代官守屋左太夫陣屋跡 I所在地 I津久井町根小屋字根本

遺構名 2号掘立柱建物址 I構築場所 1斜面地を削平・盛土することによ って造り出された平坦地

規 模 梁間 I5.3 m 桁数 7.8~ m | 2 X 4~ 剛面積 m' 坪数 I坪 坪

柱穴の形状 円形 柱間距離 梁 I 2.65 m 桁 |1.55~2.35叫主軸方位 N- 14° -E 

出土遺物 陶磁器、かわ らけ、瓦、銭貨 付属施設

建物の機能 構築時期 17世紀前半

備 考 3 ・ 4号掘立柱建物跡と重複、 4号より古い
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資料No.I128 遺跡名 I代官守屋左太夫陣屋跡 I所在地 I津久井町根小屋字根本

遺構 名 3号掘立柱建物址 I構築場所I斜面地を削平 ・盛土することによ って造り出された平坦地
規 模 梁間 | 3.6 m 桁数 6.3 叫 2 X 3 訓 面積 22.7 nf 坪数| 6.9 坪

柱穴の形状 円形 柱間距離 梁 |1.7-1.9m m 桁 |1.85-2.3 叫主軸方位 N-79° -W 

出土遺物 陶磁器、かわらけ、銭貨 付属施設

建物の機能 構築時期 17世紀前半

備 考 2号掘立柱建物跡と重複するが新旧不明
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近世民家の躯成 (5)

資料No.I129 遺跡名 I代官守屋左太夫陣屋跡 I所在地 I津久井町根小屋字根本

遺構名 4号掘立柱建物址 I構築場所 1 斜面地を削平・盛土することによって造り出された平坦地

規 模 梁間 |2.0～ 叫桁数 7.56 叫 l~ X 4 剛面積 m 2 坪数 1 坪

柱穴の形状 円形 1柱間距離 梁 | 18・ 2.0 m 桁 |1.5~2.l 叫主軸方位 N- 77° -W  
出土 遺物 陶器、銭貨 付属施設

建物の機能 構築時期 17世紀前半

備 考
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資料No.I130 遺跡名 I代官守屋左太夫陣屋跡 1所在地 I津久井町根小屋字根本

遺構名 5号掘立柱建物址 I構築場所 1 斜面地を削平・盛土することによって造り出された平坦地

規 模 梁間| 5.0 吋桁数 5.86 ml 2 X 3 訓 面積 29.3 m2 坪数 | 8.9 坪
柱穴の形状 円形 I柱間距離 梁 |1.72~3.26m 桁ll.8~2.04 叫主軸方位 N- 68° -W 
出土 遺物 陶器、かわらけ、瓦 付属施設

建物の機能 構築時期 17世紀前半

備 考
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近世研究プロジェクトチーム
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近世民家の集成 (5)

資料No.I132 遺跡名 I津久井城跡 I所在地 I津久井町根小屋字城坂

遺構 名 1号礎石建物跡 l構築場所l整地層上
規 模 梁間 |3.3~ 叫 桁数 7 叫 1~ X 5 間 面積 l m 2 坪数 I 坪

柱穴の形状 1柱間距離 梁 I m 桁 |0.8-1.0 叫 主軸方位 N - 3° -E 

出土遺物 釘 付属施設

建物の機能 母：屋 構築時期 16世紀末～17世紀前半

備 考 方形の掘り込みと礎石列からなる、礎石間の距離は0.9m前後、1号掘立柱建物跡との関連が予想される
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資料No.I133 遺跡名 I津久井城跡 I所在地I津久井町根小屋字城坂

遺 構名 1号掘立柱建物址 I構築場所I整地層上

規 模 梁間 |2.45 叫 桁数 2.9 m| 2 X 3 叫 面積 | 7.1 m 2 坪数| 2.2 坪

柱穴の形状 円形 1柱間距離 梁 |1.15・ 1.2 m 桁 |0.85~1.1 叫 主軸方位 N - l° -E 

出土 遺物 付属施設

建物の機能 構築時期 16世紀末～17憔紀前半

備 考 1号礎石建物跡との関連が予想される、柱間距離より特殊な建物の可能性が指摘されている
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近世研究プロジェクトチーム

資料No.I134 遺跡名 I青根馬渡NQ2 l所在地 l津久井町大字青根字馬渡
遺構名 Kl号掘立柱建物址 I構築場所段丘緩斜面

規 模 梁間 |l.5～ 叫桁数 2.2~ 叫 2~ X 2~ 訓面積 l m2 坪数 I 坪 坪

柱穴の形状 不整形 1柱間距離 梁 I 1.5 m 桁 ¥2.0. 2.2 叫主軸方位 N- 24° -E 

出士遺物 付属施設

建物の機能 構築時期

備 考 K2・3号掘立柱建物址と重複している
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資料No.I135 遺跡名 l青根馬渡NQ2 I所在地 I津久井町大字青根字馬渡

遺構名 K2号掘立柱建物址 1構築場所 I段丘緩斜面

規 模 梁間 |2.1～ 叫桁数 2.6~ 叫 2~ X 2~ 剛面積 I m 2 坪数 l 坪

柱穴の形状 方形 1柱間距離 梁 I 2.1 m 桁 I 2.6 叫主軸方位 N-10° -W 

出士遺物 付属施設

建物の機能 構築時期

備 考 K 1 ・ 3号掘立柱建物址と璽複している
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近憔民家の集成 (5)

資料No.I136 遺跡名I青根馬渡No2 I所在地 I津久井町大字青根字馬渡
遺構名 K3号掘立柱建物刷 構築場所 1段丘緩斜面

規 模 梁間 |2.4~ 叫桁数 2.7~ m | 2~ x 2~ 訓 面積 I m 2 坪数 l 坪

柱穴の形状 方形 1柱間距離 梁 I 2.4 m m 桁 I2.7 m 叫主軸方位 N- 10° -W  

出士 遺物 付属施設

建物の機能 構築時期

備 考 Kl ・2号掘立柱建物址と重複している
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と

資料No.I 137 遺跡名 I青根馬渡No4 I所在地 I津久井町大字青根字馬渡

遺構 名 Kl号掘立柱建物址 I構築場所 I段丘緩斜面

規 模 梁間 |1.75 叫 桁数 2.3~ ml 1 X 2~ 訓 面積 I nf 坪数 1 坪

柱穴の形状 円形 1柱間距離 梁 I1.75 m m 桁 |1.05-1.2 叫 主軸方位 N- 90° -W 

出土遺物 付属施設

建物の機能 構築時期

備 考
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近世研究プロジェクトチーム

資料No.I138 遺跡名 I青根馬渡No4 I所在地I津久井町大字青根字馬渡

遺構名 K2号掘立柱建物址l構築場所 1段丘緩斜面

規 模 梁間 | 1.7 叫桁数 2.3- ml 1 x 2~ 訓面積 l m 2 坪数 l 坪

柱穴の形状 方形 1柱間距離 梁 I 1.7 m m 桁 |0.9~1.05 叫主軸方位 N- 90° -W 

出土遺物 付属施設

建物の機能 構築時期

備 考
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資料No.I139 遺跡名 I青根馬渡No4 1所在地 I津久井町大字青根字馬渡

遺構名 K3号掘立柱建物址1構築場所I段丘緩斜面

規 模 梁間 I 叫桁数 叫 X 4～ 訓面積 I m 2 坪数 I 坪

柱穴の形状 方形 1柱間距離 梁 I m 桁 |l.05~1.1 叫 主軸方位 N-90° -W 

出士遺物 付属施設

建物の機能 構築時期

備 考
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近世民家の狼成 (5)

資料No.I140 遺跡名 I青根引山 I所在地 I津久井町大字青根字上野

遺構名 Kl号掘立柱建物址 I構築場所 1段丘平坦部

規 模 梁間l口～ ml桁数 7.8 ml l~ X 4 剛 面積l m' 坪数 ［ 坪

柱穴の形状 円形 1柱間距離 梁 I 1.1 m 桁 I 1.9-2.0 叫 主軸方位 N-65° -E 
出土遺物 付属施設

建物の桟能 構築時期

備 考
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資料No.I 141 遺跡名 I青根引山 I所在地 I津久井町大字青根字上野

遺構名 K2号掘立柱建物址 I構築場所 I段丘平坦部 嶋

規 模 梁間 |l.1～ 叫 桁数 7.8 ml 1- x 4 剛 面積 I In2 坪数 I 坪

柱穴の形状 不整円形 1柱間距離 梁 I 1.75 m 桁 |1.75~2.l 叫主軸方位 N - 75° -E 
出土遺物 付属施設

建物の機能 構築時期

備 考
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近世研究プロジェクトチーム

資料No.J142 遺跡名 1大地開戸 l所在地l津久井町大字青野原字大地開戸
遺構名 Kl号掘立柱建物址 構築場所I1可岸段丘緩斜面

規 模 梁間| 4.7 叫桁数 8 叫 2 X 4 叫面積 |37.6 m2 坪数 ， 11.4 坪

柱穴の形状 方形 柱間距離 梁 2.0 ・ 2.7 m 桁 I 2.0 吋 主軸方位 N-81° -W  
出土遺物 付属施設

建物の機能 構築時期

備 考
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資料No.I143 遺跡名 I大地開戸 I所在地 陣久井町大字青野原字大地開戸

遺構名 K2号掘立柱建物址構築場所 I1可岸段丘緩斜面

規 模 梁間 | 3.9 叫桁数 6.3 ml 2 X 3 叫面積 |24.6 m 2 坪数 | 7.4 坪
柱穴の形状 方形 ・円形 柱間距離 9フ刃、 1.9 ・ 2.0 m 桁 |1.9-2.5 叫 主軸方位 N-88° -E 
出土遺物 付属施設 北側及び西側に廂有り

建物の機能 構築時期

備 考
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近世民家の集成 (5)

資料No.I144 I遺跡名 I半原向原 所在地 I愛川町半原字向原

そ穴：升クミ I 呂笠1掘：：：：：尻〗五〗E:；p1f:／□：3よm:::5：::／竺そ：面I |：；間方；~ 1:I：委:|3:/4-E:I干
出土遺物

建物の機能 1 ウマヤ

付属施設 I竪穴状遺構

構築時期

備 考 IK 2号掘立柱建物址の建て替え、土間状で固く踏み固められた掘り込みや間仕切を有する

＼
 

0-0  

⑤ 

資料No.I145 I遺跡名 I半原向原 原向字原半

⑤◎
JI 
愛地在所

□ □| | ／三面I|：：問方：Ii:娑:|39 ll -E i干

＼
 

Q-0-Q)  

゜0 0 
Q)-0  

◎ ◎ ⇔-～／ 0 
|__J 
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近世研究プロジェクトチーム

資料No.I146 遺跡名 1半原向原 I所在地i愛川町半原字向原
遺構名 K3号掘立柱建物址 I構築場所 1段切 りにより造成された地業面

規 模 梁間 |2.05~ m |iii数 5.1 叫 2~ X 4 剛 面積 I m2 坪数 I 坪

柱穴の形状 円形 1柱間距離 梁 |1.0・ 1.05 m 桁 |0.9~1.65 叫 主軸方位 N- 53° -W  
出土 遺物 付属施設

建物の機能 構築時期

備 考

＼ 

ぃI' 竪穴

| 
竪穴 ◎ ： ： 

| 
＠―◎ ◎ ◎ 

゜

資料No.I147 遺跡名 I半原向原 I所在地 I愛川町半原字向原

遺構名 K4号掘立柱建物址 I構築場所 I段切り により造成された地業面

規 模 梁間 |2.05 叫桁数 2.15- ml 1 X 2~ 叫 面積 I nf 坪数 I 坪

柱穴の形状 円形 l柱間距離 梁 I 2.05 m 桁Io.7-1.35 叫 主軸方位 N-51° -W  
出土 遺物 付属施設

建物の機能 構築時期

備 考

＼ 
• —• - 0 

＼ 

O-00  
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